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平成 18 年 3 月期 第 3四半期財務・業績の概況（連結）   

 

平成 18 年 2 月 6 日 

 

上場会社名 株式会社 ツカモトコーポレーション  （コード番号：8025 東証 1部） 

      （ＵＲＬ http://www.tsukamoto.co.jp/ ）  

代 表 者 役職名 代表取締役社長    氏名 瀬川 健次 

問合せ先責任者 役職名 常務取締役本部担当  氏名 三宅 紀行   ＴＥＬ：（03）3279-1310 

 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無    ： 有 

（内容） 

税金費用につきましては、法定実効税率をベースとした年間予測税率を用いた簡便な方法を採用し

ております。その他影響額の僅少なものにつきましても、簡便な方法を採用しております。 

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無  ： 無 

③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無        ： 無  

 

２．平成 18 年 3 月期第 3四半期財務・業績の概況（平成 17 年 4 月 1日～平成 17 年 12 月 31 日） 

（１）経営成績（連結）の進捗状況                     （百万円未満切捨） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

18年 3月期第 3四半期 22,924   0.9 1.156  ― 1.107  ― 564  ―

17年 3月期第 3四半期   22,731   ― ―  ― ―  ― ―  ―

(参考)17 年 3 月期 29,862 1,247 1,162 217 

 

 １株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

18年 3月期第 3四半期 19    66 ―  ―

17年 3月期第 3四半期 ―   ― ―  ―

(参考)17 年 3 月期 7  55 7  54

（注）1. 売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
   2. 平成 18 年 3 月期第 1 四半期より営業利益、経常利益及び四半期純利益を開示しているため、前年

同四半期実績及び対前年同四半期増減率の記載は省略しております。 
 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期におけるわが国経済は、企業収益の改善、設備投資の拡大に支えられ、株価の上昇傾向

も相まって景気の回復が顕著となりました。一方で、原油価格の高騰等による不透明感が続き、個人消

費に関しては、総じては比較的穏やかな回復に留まりました。 
このような環境のなか、当社グループは各社の自主自立経営を推進し、「全員営業」の方針のもと、

積極的な営業展開を図り、経営基盤の確立に努めてまいりました。和装事業のツカモトは新規ブランド
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「藤十郎のきもの」の発表を行うと共に「きもの博」等の大型販売催事の強化を図り、ツカモト札幌は

効率的な催事運営に取り組みました。洋装事業のツカモトユーエスは受注拡大に努め、ツカモトアパレ

ルは主力ニット商品の積極的な販売活動を展開し、ツカモトファッションは OEM事業の基盤確立とテ
キスタイル事業の構造改革を進めました。また、内装業と陳列用器具賃貸業のアディスミューズは新規

開拓を、建物の賃貸業はテナント確保に努め、その他事業のツカモトエイムは暖房機器の販売に注力し、

研修センター運営事業は受注拡大に努めました。 
この結果、当第３四半期の連結業績は売上高２２９億２千４百万円（前年同四半期比 0.9％増）、経常
利益は 1１億７百万円となりました。また、特別利益として投資有価証券売却益４億３千８百万円を計
上しましたが、特別損失として連結子会社のツカモトファッションがテキスタイル事業の構造改革にと

もなう損失１億９千万円を計上した結果、四半期純利益は５億６千４百万円となりました。 
 

（２） 財政状態（連結）の変動状況                        （百万円未満切捨） 
 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 

株 主 資 本      
百万円 百万円 ％ 円    銭

18年 3月期第 3四半期      37,629      9,058      24.1  315    78 

17年 3月期第 3四半期    ―         ―      ―       ― 

(参考)17 年 3 月期 32,895 6,866 20.9 239    26 

（注）平成 18 年 3 月期第 1 四半期より四半期財務・業績を開示しているため、前年同四半期実績の記載は
省略しております。 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期末の総資産は、現金及び預金が１１億２千５百万円、たな卸資産が６億５千４百万円、

投資有価証券が２３億１千３百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ４７億３千３百万

円増加の３７６億２千９百万円となりました。 
また、株主資本につきましては、株式等評価差額金が１６億８千８百万円、利益剰余金が５億５百

万円増加したため、前連結会計年度末に比べ２１億９千１百万円増加の９０億５千８百万円となりま

した。 

 

○ 添付資料 

  （要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書  

以 上 

[参  考] 
 
平成 18 年 3 月期の連結業績予想（平成 17 年 4 月 1日～平成 18 年 3 月 31 日）  

  売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

    百万円   百万円   百万円 

通   期 29,500  1,300 350  

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 12 円  20 銭 

 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
連結の業績予想につきましては、事業は概ね予想どおりに推移しており、投資有価証券売却益の特

別利益を計上いたしますが、事業構造改革等の特別損失を計上する予定であり、現時点においては平

成 17 年 11 月 22 日の中間決算発表時の業績予想から変更はありません。 

 

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 



 17,540  46.6  15,082  45.8

現 金 及 び 預 金  6,428   5,303  

受 取手形及び売掛金  6,260   5,628  

有 価 証 券  100   100  

た な 卸 資 産  3,965   3,311  

繰 延 税 金 資 産  248   267  

そ の 他  564   494  

貸 倒 引 当 金 △ 27  △ 23  

 20,089  53.4  17,813  54.2

 12,420   12,470  

建 物 及 び 構 築 物  3,117   3,164  

土 地  9,199   9,199  

そ の 他  102   106  

 17   17  

 7,651   5,325  

投 資 有 価 証 券  7,267   4,954  

繰 延 税 金 資 産  46   34  

そ の 他  500   540  

貸 倒 引 当 金 △ 163  △ 203  

37,629 32,895

金     額

100.0  

Ⅱ 固   　定  　 資  　 産

（資   産   の   部）

　科　　　目

Ⅰ 流   　動  　 資  　 産

資　　産　　合　　計

    投 資 そ の 他 資 産

    無  形  固  定  資  産

  　有  形  固  定  資  産

（要約）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円未満切捨表示)

(平成18年3月期第3四半期末）

（参考）

平成17年3月期

　　　　　　　　 期　　別 当四半期

 100.0

構 成 比 構 成 比

％ ％

金     額
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 18,364  48.8 15,467  47.0

支 払 手 形 及 び 買 掛 金  7,150  6,542  

短 期 借 入 金  6,905  5,813  

未 払 消 費 税 等  52  163  

未 払 法 人 税 等  297  396  

預 り 担 保 金  3,185  1,912  

繰 延 税 金 負 債  47  －  

返 品 調 整 引 当 金  68  75  

事 業 構 造 改 革 引 当 金  160  －  

そ の 他  496  564  

 6,956  18.5 7,577  23.0

長 期 借 入 金  1,832  3,510  

繰 延 税 金 負 債  3,290  2,263  

連 結 調 整 勘 定 17 25

再評価に係る繰延税金負債  3  3  

退 職 給 付 引 当 金  1,041  911  

役 員 退 職 金 引 当 金  205  188  

そ の 他  565  674  

少 数 株 主 持 分  3,250  8.6 2,984  9.1

資 本 金  2,615  2,615  

資 本 剰 余 金  844  844  

利 益 剰 余 金  2,749  2,244  

土 地 再 評 価 差 額 金  4  4  

株 式 等 評 価 差 額 金  2,972  1,284  

自 己 株 式 △ 129  △ 127  

（注）平成18年３月期第１四半期より（要約）四半期連結貸借対照表を開示しているため、前年同四半期

　　　の記載は省略しております。

100.032,895  

 6,866

 37,629 100.0

（要約）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円未満切捨表示)

　　　　　　　　期　　 別 （参考）

平成17年3月期

20.9 9,058 24.1 

23,044  

（　資   本   の   部　）

 25,321

　科　　　目 金     額 金     額

％

当四半期

(平成18年3月期第3四半期末）

構 成 比構 成 比

％

Ⅱ  固   　定  　 負  　 債

Ⅰ  流   　動  　 負  　 債

（　負   債   の   部　）

負債・少数株主持分及び資本合計

資　　本　　合　　計

（ 少 数 株 主 持 分 ）

67.3負　　債　　合　　計  

 

70.0
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（単位：百万円未満切捨表示）

％ ％

Ⅰ 売上高  22,924  100.0  29,862  100.0

Ⅱ 売上原価  15,765  68.8  20,538  68.8

売上総利益  7,158  31.2  9,323  31.2

Ⅲ 販売費及び一般管理費  6,002  26.2  8,075  27.0

営業利益  1,156  5.0  1,247  4.2

Ⅳ 営業外収益  

　受取利息  54   61  

　受取配当金  17   37  

　その他の営業外収益  63   90  

Ⅴ 営業外費用  

　支払利息  146   211  

　手形売却損  23   32  

　その他の営業外費用  14   30  

経常利益  1,107  4.8  1,162  3.9

Ⅵ 特別利益

　関係会社株式売却益  ―   67  

　投資有価証券売却益  438   ―  

Ⅶ 特別損失

　事業構造改革損失  190   ―  

税金等調整前四半期
（当期）純利益

 1,356  5.9  1,230  4.1

税金費用  518   580  

少数株主利益  273   432  

四半期（当期）純利益  564  2.5  217  0.7

（注）平成18年３月期第１四半期より（要約）四半期連結損益計算書を開示しているため、前年同四半期

　　　の記載は省略しております。

百　分　比

（要約）四半期連結損益計算書

百　分　比金　 　額 金　　 額

当四半期 （参考）
　　　　　　　　期　　別

平成17年3月期（平成18年3月期第3四半期）

　科　　目
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